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              ☆　ホームページアドレスが新しくなりました。

.

時代にふり回されるのではない  自分の人生を語ってほしい、　

あの時  心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、

後悔に 身をふるわせたこともある  自分の人生を語ってほしい、　

笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、

今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい

　 To　tell　the　story 26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『『涙涙ももろろくくななっってて』』

　西宮から、のどかな瀬戸内海に面
した福山の地に赴任してきたのは、
16年前のことでした。バブルがはじ
けたことなど、どこかよその国の出
来事かのように生きる人々の生活に
驚き、なぜか「抵抗せねばならぬ」と
ばかりに勇んでいた自分が、今では
すっかり「福山っ子」になっています
（車のナンバーももちろん｢福山｣。最
近、近くに｢倉敷｣ナンバーができ、
ちょっと気になったりしているので
すが…）。
　ところで最近「私たち変わったよ
ねっ！」って、二人で話し合うことが
よくあります。そうです、互いが気づ
くほどに涙もろくなったのです。歳
を重ねて、沢山の悲しみを知ったか

らなのでしょうか…（歳をとらなけ
れば分からないことが確かにありま
すし、そのことがとっても大切なこ
とであったりするのですが）。某国営
放送の朝の連ドラを見て(BSでは
19：30放送。夜の連ドラ？)独り頷き
ながら涙を流し、日常に出会ったご
く当たり前の出来事を話しあいなが
ら、二人で涙をポロリ！。
　悲しいのではありません、辛いの
でもありません。ただただ自然に涙
が流れてくるのです。人々を愛する
なんて大それたことでもないのです。
「でもみんな一緒なんだよね。みんな
いろんなことを飲み込みながら頑
張っているんだよネ。」そんな想いが
わいてくるのです。だから、その繋が
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　　　　　　    日本基督教団西宮公同教会集会案内

早天祈祷会   　　 毎月１日午前6時30分から　　  於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　 毎週日曜日午前9時から　　　    於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　 毎週日曜日午前10時45分から   於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　 毎月第1・3水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　 毎月第2・4水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会 毎月第３火曜日午前10時から  　於：西宮公同教会集会室

りを壊そうとする人々、そのことが
「進歩的(古臭い表現ですが、合う言
葉が見つかりません)」なんて勘違い
している人に出会うと、心の琴線に
触れられたようで『なぜ？』って叫び
ながらまた涙をポロリ、なんてこと
もあったりします。
　人はとことん話し合えば｢分かり合
える｣なんて幻想かもしれません。本
当の裏切りを経験したことのない幸
せな奴の戯言だと言われるでしょう。
また時には戦わなければならないこ
ともあります。でも全ての人々が「闘
う」というあり方を示さなければな
らない思いをするのも、どことなく
窮屈さを感じます。人はそれぞれ人
知れず、自ら望んでもいない重荷を
負わされているのです。大切なのは、
自分探しの幻想に取り付かれてしま
うのではなく、何時も何時も自分の
おかれた場所に留まる勇気を持ち続
けること、これでよいのかこれでよ
いのかと何度も何度も、自問するこ

とのように思えてくるのです。
　わたしは、人と対峙するほど強く
ありませんし、鋭い洞察力も持ち合
わせていません。ただ「神はその独り
子を賜ったほどに、この世を愛され
た」と信じたいのです。信じなさいと
語るよりは、信じたいと告白し、生き
る勇気をいただきたいのです。
　福山に来て16年、そろそろここも
卒業しなさいと告げられています。
こんなに多くの人に赦されているの
に、自らは共に歩むことのできない
人々を日々増やしてしまっています。
次の任地では「主よ私には愛が足り
ません」との祈りを持って歩み始め
ることができればと願っております。

（鳥居　司）
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「意識のなかで、自我と自我の対象たる共同体世界とのあいだにず

れが生じるとき、そのずれは共同体世界を分裂させる否定的なも

のである。だから、ずれのあることを対立する両極の欠陥と見る

こともできるが、じつは、両極を運動へと誘う原動力なのである」

   　　　　　　　　　　　　　　　　　（「精神現象学」ヘーゲル）

　　　　　　　　　　

　「・・・天国は、ある家の主人が自

分のぶどう園に労働者を雇うために、

夜が明けると同時に、出かけて行く

ようなものである。」（マタイによる

福音書２０章１節）の“天国”のこと

は、その先を読み進んで行ったとし

ても、すっきりそのことが解るよう

に書かれることはありません。譬ば

次のように言及されるだけです。「自

分のものを自分がしたいようにする

のは、当たりまえではないか。それと

もわたしが気前よくしているので、

ねたましく思うのか」（同前、１５

節）、「・・・このようにあとの者は先

になり、先の者はあとになるであろ

う」（同前、１６節）などのことがそ

れです。ここで言及されているとこ

ろによれば、天国は自分のものを自

分がしたいようにする“誰か”にゆだ

ねられていて、そのことでの振舞い

が、ある場合には“恣意的”に見えた

としても文句を言うすじあいのもの

ではないこと、更にそのことをめ

ぐって自分の正統性を主張しようも

のなら、全くの“後回し”にされかね

ないなどのことです。要するに、天国

はここで指示されているのは“自分”

以外の誰も手も足も出せない世界の

ことであるらしいのです。

　ところで“天国”なのですが、これ

はマタイ福音書での言い方です。マ

タイ福音書で天国が使われる別の例

として、１３章２４節以下の「・・・

また、ほかの譬を彼らに示して言わ

れた、『天国は、良い種を自分の畑に

まいておいた人のようなものであ

る』」などが挙げられます。これと類

似する物語が譬ばマルコ福音書４章

２節以下に書かれています。「・・・

イエスは譬で多くの事を教えられた

が、その教の中で彼らにこう言われ

た、『聞きなさい、種まきが種をまき

に出て行った・・・』」とあって「あ

なたがたには神の国の奥義が授けら

れている」。これらのことから、マタ

イ福音書の“天国”とマルコ福音書の

“神の国”は、ほぼ同じような意味で

使われていることになります。

　そんなマタイ福音書の天国のこと

で「・・・それともわたしが気前よく

しているので、ねたましく思うのか」

（２０章１５節）、などのことが言わ
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れたりしています。直訳だと「・・・

わたしがよいから、あなたの目は悪

いのか」となるようなのですが、そう

なると両者の言わんとするところは

少なからず違ってきてしまいます。

“・・・気前がよいから、ねたましく

思うのか”と読んでしまう場合、一つ

の行為があって、そのことの結果あ

る状態を引き起こすということにな

ります。それで“ねたむ”という状態

の“説明”にはなるのですが、直訳の

場合の意味とはやはり違っています。

“わたしがよいから、あなたの目は悪

いのか”の場合、一つの行為があって

そのことの結果、ある状態を“引き起

こす”ことになるのですから。“不可

避的”に引き起こしてしまうという

ところが違いであるように読めます。

自分でしようとしていることが、し

ているうちにどんどん外れて行って

しまうことが人にはあり得るという

ことは、人というものの理解として

は浅くはないのです。この譬の、夜が

明けると同時に雇人に声をかけても

らって、たっぷり一日働いた人が、自

分よりうんと後で働き始めた人が自

分と同じ賃金をもらうのを目撃して

しまって、せっかく一日せいいっぱ

い働いた自分を貶めてしまうという

ことはあり得ることです。たまたま

貶めてしまったということではなく、

考えられなくてはならないのは、人

を貶めてしまう何か別の力が働いて

しまい、人にはそれが抗し難いらし

いことです。

　そうして起こってしまう人の振舞

いが指摘されるだけでななく、手厳

しく批判されます。そんなことをし

ていると“あとの者は先になり、先の

者はあとになる”と。それもただ“前

後”のことではなく、“最初”と“最

後”の逆転が起こってしまうところ

が手厳しいのです。で、どうして厳し

くなってしまうのだろうか。マタイ

福音書が天国のこととしてこの譬を

ここで書いているのにはそれなりの

理由があるはずです。確かに、人の振

舞いの洞察ということでは深く鋭い

のですが、その評価ということでも

半端という訳には行かなくて、その

ことの思いの強さが、“最初”と“最

後”を逆転させずにはおかなかった、

ということなのかもしれません。

　マタイ福音書の天国と、マルコ福

音書などの神の国が類似していると

して、後者の場合のそれはそれなり

に厳しいとしても、それ以外のもの

を徹底して追求しないでは置かない、

ということにはなりません。言いた

いのは、“実を結ぶ”ことです。

　　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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年末から職場が、てんやわんやでバ
タバタしています。予定していたこ
とができない状況です。

朝の、ＮＨＫの連ドラ「芋たこなんき
ん」見ていますか。１月の中旬、ちょ
うど１９７０年ごろの教会が出てき
ました。ベトナム戦争が泥沼化して
いるころ、日本中が騒然としていま
した。若者たちも真剣に、あるいは
ファッションで右往左往していまし
た。大阪が舞台のドラマは、教会に若
者たちが集まり「反戦フォーク」なん
ていうものを歌っているという場面
です。教会としては様々な試みをし
ていたと理解できるのですが、３０
数年たって今はすっかり保守化した
教会がほとんどで、なんだかなあと
思ってしまいます。

沖縄、癒しの島だ、のんびりしてる、
とかの評価があるところですが、１
月２６日の地元の新聞には次のよう
な報道があります。「２００６年、少
年補導３７８６０人、人口比日本
一」。少年事件が凶悪化しているとの
話もあり、沖縄、何事か、という感じ
でしょう。実態は「深夜徘徊」や「喫
煙・飲酒」ですから「大事件」ではな
いのです。しかし、子供たちの居場
所、大げさにいえば「厭世観」みたい
なものが伺いしれます。「沖縄の成人
式」の話題は有名ですが、何となく悪

アア  ココ  ーー  クク  ロロ  ーー  通通  信信（（107107））

ぶってみたいというところなのです
が、何をやっても達成感がない沖縄、
大人たちも自分たちの利益優先で思
惑ばかりが先行する、そんな大人た
ちへの反乱という側面もあると思い
ます。

先ほどの話と重ね合わせれば、教会
は、もっと子供の居場所として活用
されていいはずです。それとも、教会
は、そんなややこしい子供たちの居
場所として似つかわしくないので
しょうか。

ところで、１月２６日、旧暦１２月８
日は、沖縄では「ムーチー（もち＝餅）
の日」です。

本土の餅とは違って臼でつくのでは
なく、「餅粉」をねって、月桃（さん
にん）の葉でくるんで蒸すのです。特
にこの１年間男の子が（近頃ではも
ちろん女の子も）生まれた家では「初
ムーチー」として盛大に祝われます。
「ムーチー」には「魔」を打ち破る特
別な力が宿っているといわれます。
「ちからムーチー」、「鬼ムーチー」と
も呼ばれています。で、この時期、ど
このスーパーでも月桃の葉が売られ
ています。むかしは、ちょっと草むら
に入ればどこにでも見受けられたも
ので、金で買うものではないと言わ
れていました。近頃は風味付けで黒
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糖やかぼちゃなどいろいろな味が楽
しめます。園の関係者でも何百も作
るといっていました。もちろん、現在
は、店で一年中売っていますので、一
度お試しください。ムーチー以外で
も、沖縄の蒸し饅頭などもこの葉で
包むものがあります。いずれもサン
ニンの香りが特徴です。もともと、虫
除けだったサンニンの葉は、今、「髪
の毛」や「肌」にいいといわれ、エキ
スがこれも商品化されています。旧
暦の１２月なので、沖縄も曇れば寒
いのです。使われる言葉に「ムーチー
ビーサー」というのがあります。
「ムーチーの日の寒いこと」というと

幼稚園に元気な声が帰ってきましたよ～！！幼稚園に元気な声が帰ってきましたよ～！！

　“がんばるぞー！！”ドン！ドン！
ドーン！！という大きな太鼓の音と
同時に公同幼稚園の３学期がスター
トしました。園長先生と順子先生が
向かい合って太鼓を叩きました。３
学期を初めて迎えるぽっぽさん、教
師達が太鼓を叩く手の動きに合わせ
て同じように手を動かしていました
～その姿は本当にかわいくて・・もち
ろん、さんぽさんやらったさんもか
わいかったです♪はっぱさん、ねっ
こさんは見るだけではなく、実際に
太鼓を叩いたんです。叩く前に必ず
「がんばるぞー！！」と叫んでから叩

ころでしょう。今年は幸いなことに
穏やかな日差しです。

この時期、沖縄に来るのは「賭け」で
しょう。天気がよければ一番過ごし
やすい沖縄です。逆に雨が降れば、コ
ンクリートの建物内は、けっこう寒
くなります。我が家でも、小さな電気
ストーブのスイッチを入れる日があ
るのです。

みなさん、お風邪など召しませぬよ
う。 　　　　　　　　　　　
    　　　（沖縄・与那原・後藤　聡）

くというのがお約束。さすが年長さ
んにもなると叩く姿が様になってい
ると言うかたくましくかっこよかっ
たです。続いて園舎で集まり、“あけ
ましておめでとうございます！こと
しもよろしくおねがいします！”新
年の挨拶を交わし、久しぶりに会え
た喜びを味わった始園の日でした。
３学期がスタートし、幼稚園には元
気な声が帰ってきて、園庭にぎやか
な声が響く毎日です！そして、冬の
遊びを楽しんでいる子ども達です。
こま、けんだま、おてだま、たけう
ま！まずはこま。男の子だけ～では
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です。こんな風にして、幼稚園には元
気な声が溢れています。　
　１月２７日（土）は武庫川河川敷に
てたこあげ大会がありました。たく
さんの方々にお越し頂き、武庫川の
空が公同色に染まりました～！お父
さんたちによる超巨大なたこも登場
して、楽しい一時を過ごすことがで
きました。お越し下さった方々、あり
がとうございました。
　２００７年１月１７日で、あの大
震災から１２年目を迎えました。幼
稚園では全クラスで地震で亡くなっ
た子どもを追悼するコンサートに参
加したり、教会では犠牲者追悼礼拝
も行われ、命について考える機会を
与えられました。今を生きる子ども
達、そして、今生かされていることに
感謝しながら、これからも過ごして
いきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　（水田有希）

なく女の子だって負けていません！
こまを回すのは何度か練習するとコ
ツをつかんでできるようになります
が、こまにひもを巻くのが、これまた
難しいのです。こまはしたい～でも、
ひもが巻けない・・というのはやっぱ
りぽっぽさんのお友達。子どもの後
ろから一緒にこまを持ち、ひもを巻
き、いちーにのーさーん！と言って
回します。一緒に回すからといって
必ず回る訳ではありません。タイミ
ングが大事！回す前にリハーサルを
何度かやってから実践するといった
ように。回った瞬間は大喜び！！
ぽっぽの頃は回せなかったのに、い
つから回せるようになったの！？の
と思う程うまくなっている、さんぽ
さんとらったさんたち。そして、年長
さんにもなるとこま名人がいっぱ
い！友達同士でぶつけあって勝負し
たり、どっちが長く回るか勝負した
り、手にのせるお友達もいるほど！
続いてはけんだま。♪ジンジン～ジ
ンギスカーン♪もしもしかめよ～か
めさんよ～などの曲に合わせて、け
んだまを巧みに動かす子ども達、さ
すがにぽっぽさんには難しいですが、
年長さんにもなると見事にけんだま
を操るのですから驚きです！おてだ
まも曲に合わせて手の甲から手の平
へと交互に動かしたり♪あんたがた
どこさ～と歌いながら楽しんだりと
思い思いに遊んでいます。園庭では
たけうまにも挑戦している子ども達
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私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち

　私が大学３年生の時に、教職免許
取得に必要な単位として「地域にあ
る福祉施設に実習に行く」というも
のがありました。養護学校や授産施
設など、兵庫県にある福祉施設がず
らりと書いてある紙が配布され、そ
こからどこに行きたいか希望を出し
たことを思い出します。
　阪神養護学校と芦屋にある知的障
害者の授産施設に、合わせて１０日
間行きました。その経験が教職免許
取得になぜ必要であったのか、また
どのような学びの為にその単位をと
るのかという説明は全く受けず、ま
た私自身何も考えずに参加しました。
当時学校を辞めようかと思い悩んで
いた時期で、自分を見失う時でもあ
り、気分転換という気持ちも多少あ
りました。その１０日間は、偶然の出
会いであったにも関わらず私にとっ
ては一生に一度の大切な時間となり
ました。
　その後、そのような福祉の世界に
興味を持った私は、夏休みを使って
いくつかの施設を訪れました。その
一つで、思い出深く残っている場所
が、長野県にある「共働学舎」です。
同じ母校出身の大先輩であるおじい
さん（宮嶋真一郎さん）が設立したそ
の施設は、施設と言ってしまってい
いのか分かりませんが、共に過ごし
ながら自給自足を行うという場所で
した。長野県の奥にあるその場所で、
知的に障害を持つ人や、社会でつま
づきを覚えた人、また心を病む人な

どが一緒に農作業をして生活をして
いました。とても質素な生活で、毎日
１５名くらいのメンバーが集まって
自分たちで収穫した野菜やお米で
作ったご飯を食べていました。また、
住居は宮嶋先生が設計し、みんなで
作った手作りの家でした。みんなは
「母屋」と呼んでいました。そんな家
が３つ位建っていました。夜は近く
の温かい温泉に行ったり、共に生活
をしながら働いていました。朝はと
ても早く起床し、朝から晩までその
人それぞれのペースに合わせたス
ピードで働いていました。夜は疲れ
た体を癒すようにみんなで語り合っ
たりして過ごしました。たった３日
間くらいの時間だったので本当にほ
んの少しその生活を垣間見るだけに
なってしまいましたが、鍵もかけず
に、集まる人たちを管理するという
こともなく、人間として一緒に過ご
すということがあたりまえでそして
とても大切な空間としてそこに存在
することに感動しました。宮嶋先生
は視力がありません。ですが話しを
していてそのことに気が付かないほ
ど、またこちらが緊張する程色んな
ものをしっかり見ている方でした。
それ以来お会いするチャンスがなか
なかないのですが、一生忘れること
のない出会いでした。思い出すだけ
で、おいしいお菓子の入った箱を開
けた時のように、思い出が香り一杯
広がって、今でも胸がいっぱいにな
ります。　　　　　　　（田中知恵）
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教会学校から教会学校から　　
　　　　　　　　　　　　

　　　　　《1月の活動報告》
◇1月  1日（日）新年礼拝
◇1月  7日（日）新年カルタ大会
◇1月14日（日） 午前10時45分～、　
　兵庫県南部大地震追悼礼拝（合同）
◇1月21日（日）大ぐにゃぐにゃ凧作り
◇1月28日（日）焼き芋と冬の遊び

　　　　　《2月の活動予定》
◇2月   4日（日）もちクイズ大会
◇2月 11日（日）豆であそぼう！
◇2月  18日（日） ちょっといいこと
◇2月25日（日）未定。楽しい企画を考　　　
　　　　　           えているので楽しみに！

        ◆◆たのしい学習塾◆◆　

��小学校１年生～４年生対象
    （教会学校登録者に限る）
　　日時　…毎週土曜日午後3～5時
　　場所　…西宮公同教会1階集会室
                 （日によって異なります）
　　参加費…4500円
                 （月／約４回、教材費含む）
　　
��小学校５年生以上
    （教会学校登録者に限る）
　　日時　…毎週土曜日午後7～9時
　　場所　…西宮公同教会1階集会室
　　参加費…4500円
                （月／約４回、教材費含む）
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大切な贈り物・津門川　54
““津津門門川川のの水水””ってきれい？汚い？ってきれい？汚い？

　　　　　　　　　　　　　第８回津門川塾

日　時：２００７年２月１０日（土）午後１０時～１２時
場　所：西宮公同教会集会室
報　告：「身近な河川における化学物質問題」
　　　　川合真一郎、黒川優子、松岡須美子
　　　　（神戸女学院大学環境・バイオサイエンス学科生態毒性学研究室）
共　催：甲風園１・２丁目自治会／甲風園３丁目自治会／南昭和町自治会
　　　　昭和園自治会／北口南自治会／西宮公同教会・西宮公同幼稚園
　　　　にしきた商店街・津門川の自然を守る会／門戸厄神商店街
　　　　神戸女学院大学人間科学部・環境生態系研究グループ
後　援：西北活性化連絡協議会
連絡先：菅澤邦明（西宮公同教会・西宮公同幼稚園）
　　　　西宮市南昭和町10-22　tel0798-67-4691
　　　　山本義和（神戸女学院大学人間科学部）
　　　　西宮市岡田山4-1　tel0798-51-8659

　都市部の大小の河川の汚れは１９６０～１９７０年代と比べると現代は大
幅に改善されていると言われます。
　にしきたを流れる津門川も見た目とは別に汚れは大幅に改善されていま
す。どの程度きれいなのか、どの程度汚れているのかなどのことを考えてみ
ます。

　

　☆　津門川を彩る役者たちです。
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　　　　20020077年年22月　あんなこと　こんなこと月　あんなこと　こんなこと……

   �2月   1日（木）午前6時30分～、早天祈祷会
　�2月 11日  (日）特別礼拝　森哲牧師説教（神和教会）
　�2月 18日  (日）礼拝後幹事会
　　　　　　　　　　幹事会後　神学生と幹事との昼食会を兼ねた懇談会
　�2月  20日  (火） 午前10時～、 ゆっくり聖書を読んでみませんか
　�2月 25日  (日）午後２時～教会若者の集い「ボーリング大会」

◇にしきた商店街…　
　・ 2月   4日  (日）午後12時30分～、津門川掃除
　・ 2月 10日（土）午前10時～12時、津門川塾、於：集会室
　　　　　　　　　 “津門川の水”ってきれい？汚い？
　　        　　　　　「身近な河川における化学物質問題」
　　　　　　　　　　川合真一郎、黒川優子、松岡須美子
　　　　　　　　　　（神戸女学院大学環境・バイオサイエンス学科）
　・2月 22日 （木）午後6時～、芸文センター・ハムレット公演を記念して
　　　　　　　　　 「シェイクスピアとハムレットの世界」
　　　　　　　　  　金城盛紀（神戸女学院大学名誉教授）
　　　　　　　　  　交流会、ワレリー・ベチャコーヴィチ監督他
　　　　　　　　　  於：西宮公同教会礼拝堂、主催：西北活性化連絡協議会

◇アートガレーヂ
　・野菜市：2月6日（火）、2月20日（火）午前10時より～
　・2月13日（火）～18日（日）小黒三郎組み木のおひなさま展
　・2月21日（水）～22日（木）陶芸サークル作品展

◇関西神学塾
　・ 2月  2日（金）桑原重夫先生「使徒行伝を読んでみよう」
　・ 2月  9日（金）岩井健作先生「岩井健作の宣教学」
　・ 2月16日（金）勝村弘也先生「死海文書を読む」
　・ 2月23日（金）田川建三先生「マルコ福音書註解（中）」
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今　月　の　あ今　月　の　あ・・そそ・・びび

　　““たたここ、、ひこいちだこ、ひこいちだこ、たこあげ”たこあげ”

　子どもの頃に手作りのたこで遊ん
だ記憶があります。骨組みになる竹
も自分で割ったり削ったりした自家
製でしたが、そのたこはくるくる回
るばかりであがりませんでした。３
０年ばかり前のことですが、歯科医
院の待合室でぱらぱらめくっていた
製薬会社のパンフレットに、千葉県
佐原（だったと思う）のたこで遊ぶ歯
科医のことが紹介されていました。
たこは発明したその人の名前をとっ
て“ひこいちだこ”でした。その頃、
“ゲイラカイト”が出現し、その劇的
なあがり具合にたこの遊びが流行し
はじめていました。たこはあがらな
かったら、ちっともおもしろくあり
ません。ゲイラカイトは組み立ても
簡単で、糸目も一つ糸も一本で、微風
でもあがってしまうところがすぐれ
ものでした。
　製薬会社のパンフレットには“彦
一さん”がたこをあげている様子も
写真入りで紹介されていました。九
十九里浜であげているたこの糸の長
さは確か３０００メートルくらい
だったはずです。図面入りのパンフ
レットをもらってきて実際にひこい
ちだこを作ってみたのもその頃です。
ひこいちだこの特徴は全体が柔らか
い構造になっているところです。骨

組みは約４ミリの太さの竹ひごをた
こ糸で十文字に結んだりして作りま
す。細い竹ひごのことですから、どん
なにしっかり結んでもぐらぐらして
しまいます。でも、それでいいのがひ
こいちだこです。変形６角形の骨組
みの竹ひごの先端を割り込んで、た
こ糸をはさみ込み、囲み込んでしま
うとひこいちだこの本体の形になり、
この６角形は、ぐらぐらだけれども
形が全く崩れてしまうということは
ありません。貼り付ける紙には和紙
（又は障子紙）を使います。本体より
大きめに切った和紙を糊付けするの
ですが、その場合糊付けするのは本
体を囲んでいるたこ糸だけです。骨
組みになっている竹ひごには糊付け
しません。貼り付ける和紙と骨組み
は、６角形の角でたこ糸だけでつな
がっている、という具合なのです。こ
んなひこいちだこは、ぐらぐらして
いるが、どんな強い風でも柔らかく
かわすことでバランスが保たれるこ
とになります。
　たこがあがるかどうかはバランス
です。子どもの頃の角たこもやっこ
たこも、いろいろしっぽで工夫して
みるもののバランスを取るのですが
あがりませんでした。ゲイラカイト
は設計はもちろん素材が均質で、バ
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ランスもほぼ完全です。更にそのバ
ランスを補うのが糸目糸を取り付け
る三角の“幕”で、その先端部分に糸
を結びつけて引くと、幕が飛行機の
“垂直尾翼”の働きをしてたこの左右
へのブレを完全に防ぎます。
　ゲイラカイトは一つの糸目の一本
の糸で誰でも上げられる完全なたこ
なのです。
　ひこいちだこの構造はゲイラカイ
トとよく似ています。全体がぐらぐ
らであるところ、垂直尾翼にあたる
幕は、ひこいちだこは本物の垂直尾
翼を備えています。竹ひごを丸めて
作ったウチワ状の垂直尾翼を本体の
一番下に取り付けます。これでひこ
いちだこの左右へのブレが防げます
から、ひこいちだこも一つの糸目の
一本の糸であがるたこになります。
　毎年、一月末のたこあげ大会の前
に、手作りのたこを一緒に作ります。
今年はひこいちだこを作りました。
しかも長さで１．５倍のひこいちだ
こです。長さが１．５倍、全長１５０
センチの竹ひごは普通は入手できま
せんから、竹ひごもすべて手作りに
なりました。材料の竹は加西にある
日本基督教団兵庫教区、関西農村セ
ンターまで、竹馬用の分とあわせて
切りにいきました。切ってきた直径
７～８センチ、長さ２５０センチの
竹を四つ割りにします。それを更に
二つ割り、更に二つ割りと繰り返し
て、１．５�くらいの巾に割ります。

更に、皮の部分の身の部分をそぐよ
うにして割ったものを、合計４０本
くらい用意し、ナイフで巾７ミリ厚
さ５ミリにまで削って仕上げます。
竹の加工は、子どもの頃に田舎の
村々を回ってくる竹職人が加工して
いる様子を見ていて覚えました。竹
を割ったり削ったりするナタやナイ
フの研ぎ方は、大工修行中の近所の
お兄さんの様子を見ていて覚えまし
た。手作りの大型のひこいちだこの
材料の竹ひごは、そんな具合にして
準備して、ぐらぐらではあるものの
しっかりした“大ひこいちだこ”をそ
れぞれに完成させることができまし
た。
　そうして作ったたこをあげるにあ
たって必要なのは、十分な長さのた
こ糸を用意することです。糸がのび
切ったところでおしまいではなく、
こんなのばしていいのか、と思うく
らい長い糸でたこはあげたいもので
す。更に、“糸巻”も大切な道具です。
たこはあがり始めると、風に引かれ
てどんどんあがります。でも、相手は
風のことですから弱くなったり強く
なったり、止まってしまうというこ
ともあり得ます。そんな時に、糸を引
いたり戻したり巻き戻したり調節が
必要で、特に巻き戻しの時には、大き
くて丈夫な糸巻きが必需品です。た
こをあげる時はともかく、おろす時
に小さく巻いていたのではうんと時
間がかかってしまいます。
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ままいいのの勝勝手手にに何何ででもも案案内内

　暖冬ではありますが、京都の寒さ
に耐えかねてテスト終わってすぐ実
家に逃げ帰ってきましたマイです。
前回はカットを落とすという醜態を
晒しまして本当に申し訳ありません
でした。２００７年は時間を守る人
間になりたいと思いますのでよろし

くお願いします。という文章を書い
ている今日は締め切り当日なのです
が、今回は決してやっつけ仕事じゃ
ないです。構想はずっと前から練っ
てあって、でもそういう思い入れの
ある文章書くときにはある程度の勢
いが必要なので（余裕持ちすぎて書

　たこは“たこあげ”というくらいで
すから、大空に高くあがって初めて
この遊びの醍醐味を味わえます。風
に乗って大空を自由に空を舞うのは、
ずっと人があこがれてきたことでし
た。それがかなわなくても、自分の手
で作ったたこが大空で舞ってくれた
ら、そのことの何分の一かは達成し
た気分になれるはずです。たこあげ
は決して子どもの遊びではありませ
ん。よくあがる為に完全なバランス
が求められるとすれば、大人の工夫
と手助けが必要不可欠です。たこは
大人もたっぷり遊んで、子どもたち
も手伝ったり遊んだりと、大人と子
どもが大空に向かって一緒に遊ぶ遊
びなのです。今年は、お父さんたちが
“大たこ”に挑戦しました。横６メー
トル、縦３．５メートルの“大ぐにゃ
ぐにゃだこ”です。幼稚園で子どもた
ちが持ち帰ったたこ・ぐにゃぐにゃ
だこは、簡単なデザインで確実にあ

がるたこです。そのままのデザイン
を大型にしたのがお父さんたちのぐ
にゃぐにゃだこでした。そんなに風
は吹いていなかったのに、見事に風
をうけてあがった大型のぐにゃぐ
にゃだこには作ったお父さんたちは
もちろん、みんなで驚いたり喜んだ
りしました。
　あの日に空に舞ったたこのことは、
たこと空を見上げた子どもたちの心
にきざまれていて、時には空を見上
げるのもいいものだということを思
い出させるに違いありません。
　　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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くと、細かいところが気になって進
まなくなっちゃうので）書くべき時
期をうかがってたんです。自分で言
うのも何ですが、ワタクシ追い詰め
られたときの方がいい文章書きます。
でも追い詰められすぎるとやっつけ
仕事になるんで、その辺の加減が難
しいところですね。さぁ今回はどう
でしょう。
　と、自分にプレッシャーかけたと
ころで本題に入ります。今回紹介し
ますのは、初心に帰って児童文学（児
童文学という言葉の定義は難しいん
ですが）です。今、日本の児童文学で
一番おもしろいのは？と言われたら
私は間違いなくこのシリーズをあげ
ます。大体新しい児童文学はチェッ
クしてますけど（読まず嫌いもあり
ますが・・・）、ここ数年でこれに勝
るものはないです。上橋菜穂子作「守
り人（もりびと）シリーズ」。すごい
です。もう次作でシリーズ完結して
しまうんですが、続き物でどんどん
おもしろくなる物語ってあんまりな
いと思うんですよね。大体は１、２作
目はおもしろくても、続いてく内に
ネタ切れになったりマンネリ化した
りで、尻すぼみになるんです。でもこ
のシリーズは違います。捨て作がな
いです。個人的に、箱書き（あらかじ
め最後をきちんと決めて書いてるも
の）以外で捨て作がないのはこれま
でゲド戦記ぐらいだったんですけど、
ラストから二作目がおもしろかった

今、守り人シリーズも加わりました。
このままいくらでも絶賛できるんで
すけど、とりあえずは物語を大まか
に説明します。
　出版社の言葉を借りるなら「人の
世界と精霊の世界が混在するアジア
ンハイファンタジー」なんですが、
ファンタジーだからと言って、世の
ブームよろしく少年少女が魔法使っ
て妖精さんたちと青春ストーリー繰
り広げちゃうぞ☆ってな話では全く
ないです。そんな話があるか知りま
せんが。まず、基本の主人公はバルサ
という三十代女性です。武人です。短
槍使いです。心身共に半端なく強い
御人です。守り人シリーズは、彼女が
新ヨゴ皇国の第二皇子、チャグム（当
時１１歳）の命を助けるところから
始まります。舞台はどこか中世のア
ジアを思わせる世界。人々は＜サグ
＞と呼ばれる普通の世界で暮らして
います。が、呪術師などの人にはサグ
と重なった＜ナユグ＞という、精霊
の世界が重なって見え、時にその二
つの世界にまたがって事件が起きま
す。というか、ナユグはサグの自然に
深く関わっているし、時の流れも
ゆっくりなので、ナユグで何か起こ
るとサグにも異変が生じるんですね。
まぁサグの一般の人はナユグの存在
なんて知らずに生活してるわけです。
サグには「新ヨゴ皇国」「カンバル王
国」「ロタ王国」などの国がありまし
て、それぞれ違う人種や言葉や文化
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を持ってます。バルサは元々カンバ
ルの出身ですが、新ヨゴを中心に用
心棒稼業をしています。彼女の壮絶
な生い立ちについては二作目「闇の
守り人」で詳しく書かれます。で、そ
んな庶民階級のバルサが、ひょんな
ことから皇太子チャグムを守ること
になり、話はナユグにまで発展し
て・・・ていうのが一作目「精霊の守
り人」です。バルサの幼馴染の呪術
師、タンダ（二十代後半男性）と、そ
の師匠であり当代一の呪術師トロガ
イ（七十代女性）、皇帝に仕える星読
博士見習いのシュガ（二十歳男性）な
んかも巻き込んで、読んでて思わず
顔をしかめるような臨場感あふれる
戦闘場面、冗談抜きに読んでてお腹
がすいてくる食事場面、などなど盛
り込んだすごいお話になっておりま
す。登場人物に感情移入しにくそ
う・・・とか思った方も大丈夫。人物
が皆個性的で魅力的で感情移入以前
の問題です（ちなみに年上好きな私
はジンさんとヒュウゴさんにメロメ
ロです）。シリーズ物と言っても、基
本的に一話完結なので読みやすいで
すよ。元々は三作目「夢の守り人」で
終わりだったんですが、登場人物と
世界設定の魅力が放っとけなかった
らしく、成長したチャグムを主人公
にした「虚空の旅人」が書かれまし
た。それから「守り人」シリーズはバ
ルサが主役、「旅人」シリーズはチャ
グムが主役、でしばらく二手に別れ

てたんですが、最終作「天と地の守り
人」で二人の道が一つになりました。
「天と地の守り人」はそれ自体が三部
作で、まだ第二部までしか出てない
のですが、来月の第三部発売が待ち
遠しいやら終わるのが悲しいやら、
複雑な心境です。
と、紹介をしたところで字数がいい
感じなので、今回はこのへんで終わ
りにして次回、個人的な「守り人シ
リーズ」に対する思いを語りたいと
思います。もう既に読者だという方
は共に最終巻を愛でましょう。そう
でない方は来月までに読んで！ネタ
バレしますよ！ではまた次回。御機
嫌よう。　　　　　　　（高橋　舞）
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田舎の父が、ケアハウスから老人保健施
設（略して老健というらしい）に移るこ
とになりました。その日、２月７日に娘
が行ってくれることになって、その時の
父の様子などを報告してくれました。ま
ず、老健の場合“私物”はほとんど許さ
れません。いろんな症状の高齢者の集団
生活ですから、当然と言えば当然なので
すが、父の場合少なからず抵抗したよう
です。たとえば、ほんのわずかのお金が
入って、小さな小さな金庫と首に下げて
いたカギのことでは、たとえば金庫のナ
ンバーを最後まで教えなかったそうで
す。“私物”というものは、どんなささや
かでも、その人がその人である印のよう
なものですから、自分であることの最後
のトリデとして、抵抗したのかも知れま
せん。逆に、老健のような施設は、見方
によってはその最後のものさえ高齢者か
ら取り上げてしまって、自分であること
を失わせる、生きる意欲をそいでいく場
所なのかも知れません。　　　　　（Ｋ）
　　　　　　　　　　　
大地震子ども追悼コンサート」が行わ
れ、そこに集まった子どもたち、大人た
ちで歌を歌ってあの日をおぼえました。
笑顔で歌う子どもたちを見ながら、みん
なの未来が これからもずっと守られま
すように…。心からそう願いました。笑
顔に向き合い、命に向き合ってこれから
も生きていけたら、改めてそう思いまし
た　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　　　　　　　　　　　　　　　
先日、クローゼットの中を整理していた
ら、見覚えのある懐かしい文集が出てき
ました。それはちょうど中学二年生の
時、あの震災があった年の文集でした。
読み返していると、あの時の事が鮮明に
よみがえってきました。その年の卒業式
はテントの中で行われ、卒業生である先
輩の力強い言葉に励まされた事など…。
色々な人に支えられてある今を感謝しな
がら、今という時を精一杯生きていかな
ければいけないな～と、強く感じさせら
れました。　　　　　　　　　　　（Ｙ）

あの大地震から12年。今年は今まで以上
にこのことについて様々なことを感じま
した。そして、私の身近で信じられない
出来事がありました。自分の周りでは起
こらないと思っていたので衝撃的で大き
な悲しみがありました。いつも子どもた
ちと一緒にすごしている毎日。こんな毎
日が本当に幸せなことなのだと強く感じ
た１ヶ月でした。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ）

１月に入り、１２年前の地震を思い起こ
す機会がたくさん与えられました。１２
年前はまだ小学３年生。家は大阪なので
被害もあまりなく、大地震が起きた実感
がありませんでした。なので、あのとき
の地震について考え、そして命の尊さに
ついて考えることができたことをありが
たく思います。
毎日笑ったり、悩んだりしながら過ごせ
ることに感謝の気持ちを忘れずに、一瞬
一瞬を大切に生きたいと思いました。　
　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ2）

富山の義父（９２歳）が、生活面である
程度自立している施設（ケアハウス）か
ら老人保健施設に転所した。食事はもと
よりかなりの部分でこの１年の間に介助
が必要になったからだ。夏に特別養護老
人ホームが近くに新設されるらしく入る
までのつなぎである。生きていくことの
すばらしさ以上に大変さもいっぱい目に
してきた2006年からの1年、今もまた新
しい局面と出会い続けている。移動する
日、娘が行ってくれた。何事にも機械的
な伯父夫妻を見てきてしみじみ、「わた
しおとうさんとおかあさんの子でよかっ
た！」。懸命に生きていると、悲しいこと
の中にもキラリと光るものにも出会え
る。また両親に孫を自分の子どもを抱か
せてやりたい、ではなく、自分の子ども
がもし生まれるならその子どもにわたし
たちと会わせたいと思ったと言ってい
た。　　　　　　　　　　　　　　（Ｊ）

つ と が わつ と が わ
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